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網糸fib・・i。の化学髄に関じC酷くから徽が　が儲す繍醍紬拷洲い躍1ガ暇等（吻〃

統けられ，髄禰、x翻麦伽進歩癖曙L磯展を　帖灘龍よっても糊計・ている・靴れよ噛
．みたd　　’・　以　▼・　・　　ek”tこ糊・（1°）は櫛fib・。量・撚i駿膿して多く卿別
　化学的響灸にょるアミ．2　t！it分析から，　BERGM頗朗1．（1）　沈澱をつくり，そのX線塀脚劉⑳㍑yfosin。の定鐙の結

は絹糸fib・・inのP・b・id・i昼1・1｝歌gly。i。。ほD継　身槻職臓部分Vt：1：脳するit41VXi2物！’1’lz’：　iZ，　fi！i）ty・’・si・・LL

に，・1、・i。eは斗翻4、；に，・y，。、i。，｝コ1幡iき晦に醐　を含加とを報ll幸してV・るのセ漉徽廠吊隙fib・・－
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・・i・，臨融鋤とづ階融綱とカらなり，そcpr，1；t・癬腋強くす雛簗つた・・蝋鰭勲利肌順1紺

働の熔さよ嚇讃蹄｝はμly，i。。，、1、。i。。及t）：　する［揃でC・U・tv・・画繊糊細蜘・た・

seri恥のみからなり，全アミノ齢1τその11％にも及ぶ　　　　　　　　　案験方法及び結果

：告がG。LDS（；＿，等・a，・，金子ω卿。　C。、。M。。等…に　ある学

灘蕊織瓢、諭器二灘鷺麗劇・貿謙諜礪器鍵翻1・鴇：1緑馨

、・，，，，・。にて靴し鰍果，，，，。、in。始駄、、程脚も‘1）であり・初瀞鏡灘1隙Fi・・1i・斑

，gly、i。e，。！。・i。。及び、e，i。。の赫らなる灘物を　fe　f”　llくであ｝’，塩榔燗鰍fib「°inと砒灘筆

得，それがM・撫及び臨。Kの宗編性紛に梢す　表の如く誌る・　　　　　　一
るものと報告した。尚DRucKER及びSMITH（6）、は此の　　　T2b161・Compatison　of　the　S－i「’eigh婁，

結晶性部分に相当する沈澱物の分子量は約7000であると　　　　　N　itrogen　and　Tyrosine　Conten｛s，of　S．ilk

報告Lするに亜った。又赤堀・佐竹・成田等（7）はfibroin　　　　　　Fibroin　w三th　Those　of　Sillc　Fibt’oin

の過酸化水i素酸化に依り，原料の約35％に桐当する91－　　　　’　Treated　wi仁h　HCI・

ycine及びse「ineが輪れたと鞘し・駄赤・購ω　　　　“・、igh，　N駕。，e。，、　T，，。，i。e

・は層fibroi11の電気泳動的研究の結果から絹糸fibroin　　　　　　　t　　　（9）　　　　％　　conten’tsi％

・には2種の螢白質が漉在するものと推i竈した。　　　　　　　　　　　i　　　　　　　”一…t’．¶………　　一’『

れ奪蹴欝・驚窓驚鰍謙盤整聖鎚ll　1・・－L1㌃・L．｝1・㌧

・・反臆つても肋齢・，そ・蜘・鮒誰、詮…i　　i
属のでなく・如離しても鵬しな・・部分・儲する　…田C1）｛65　1・”　617’　4
ことが知られている。つまり・従i来非結翻部分のみに存　　　コ：二二二二．：ニーコニ：：：”二：πコ：コ：tttt二：1：’：’1’…二’1…．ttl：1’1．11rl　IJI：．：

在するとされ七㌔・たtyrosineに翻β常に不活性の部分　　　＊本実験に用いたsilk　fibroin　powderは堀久三郎
　一一一一一一一一…一一一＿，一一一　　＿＿＿一．＿一．．．．一　　　　＿＿＿＿　　　　　　氏より分与して頂いもので，此処に岡氏に深謝6う意

　＊　信州大学繊維学部化学研究窒　　　　　　　　　　　　　　　　を蓑する。
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F｛9．1
Table　3　Digestion　of　Casein　by　Trypsin

E1。c，，。nM、。．　R。。c、i。n　N・YTi・hE・・ym・lC・n…1

Fi・・ @（騨mi秘S可’t％｝Amin膿）IS・1’t％
rograph　of　Silk　　　T圭me　　Increase　of　　　　lIncrease　of　l

er　T，ea，。d　＿　＿＿　　l　！＿一一
with　HCI　　　　　　　4・5　　　1・3668　　5・8　1　0・3260

×2400　　17．0　2．2562110．7iO．3260

29・・ ､7978…13・・i…3262

47・0、2・9323114・4iO・3263

0．00

0・00

0．00

0．00

・　　．　　．　　　　　　　　　　　　　　　　Table　4　Exhaustive　Digestion　of　Silk　Fibroin

〔II〕T・yp・三・’離の調製’ @　　　　　　　by　T。yP、i。
し簸1．51・撤え，階朧溶液・・て・H・．・とR・・c・・一｛W’・h・E・・ymelC・n…1
脂肪を除去した新鮮な豚の膵臓450gを磨砕，粥状に

なし，tolueneを添加37。Cに15堵間放置し自己消rヒを行　　　Time　　Increase　ofl　　　　Increa⊆e　ofI

椀た後迦騰し，その上澄液物脂肪を。th。，　tこ　（h「°）

て徐ぎ，更に水道水にて透析したる後減圧濃縮して150　　』一一

iAm量蘭1Sp1’t％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　52
C・C・としたものを酵素液として用いた。　　　　　　　　＿

〔111〕　Silk　fibroin　powderのtrypsinによる消化　　　』　259

試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　481

　我等は塩竣処理絹糸粉のtrypsinによる消1ヒ分別部

分をつくる予備実験として，Table　2の様な紹成のもと
648＊

0・7276

1・2539

1．4762

1．5510

Amino　N　i　Sp］it％

　　Cm9）1

　　　　
10．261　　　0．3051

　　　e
23・00　1　　　0．3051

28・03 0．3050

　　　　T
I30・34　iO・3052

0・00

0・00

0・00

0・00

に37°Cにおいて消／ヒ試験を行つた。消fヒの程度はVAN　　　＊The　digestion　of　fibroin　is　cons三d：red　here

SLYKE法によつて測定し，分解の結果生じた遊離amino　　　　to　have　almost　stopPed・

基曜をもつてした・　　　　　　前記。，ry，、、。｝容液を作用させても殆んど靴されなか

　　Tabie　2　Cornposition　of　the　Enzyme　Mixture　　った。斯くして絹糸fibroinは，塩酸処理の際その35％

回，瀧諾選1糠8賠腿慧ぢ融1）蕪黙繋瓢1讐糠
1ip°號劃　5c°c’15c’c’　緬而してこの囎撮髄化さ灘’ものであるa

一コ璽罷。－r・…7…c・二線臨野及曲Kの襟部分をこ相
C・n…M－1　…c・　5・…　〔IV〕絹網勅、。y，。i。消化液力、ら分離、烙部分

　＊　Prepared　from　the　Swine　pancreas．　　　　　　　tyosineの含量

　＊＊This　is　the　one　treated　with　conc・　　　　　　　　前の試験から絹糸粉末のtrypsin消1ヒにより充分清

　　HCL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化させた残罐は，比較的結晶性の発達した部分が多いも

　その結果を示すとTable　3及びTable　4のよう　　のと考えられるので，この中にはtyrosine等の分子の

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大きいamino酸を含まない所謂結晶部分なるものも含

　他方においては，glass－fiberと絹糸fibroin粉末　　　まれている事を予想して，その残渣をalcoholにて数

1．89529．を混じてID　c．　c．のpH　8．0の緩衝液中にて粉　　種に分別し，その各々についてtyrosine含量並に醒素

宋の沈隆を防ぎながら消fヒを43日間行つた後，消化残置　　　に対する抵抗性を測定した。

を集めて充分水にて洗藤を行いその乾量を1則定／、たとこ　　　tyrosineの定量には，蛋白質をalkali加水分解し硫

ろ，消fヒ前のものの28．4％が1威少していた。これを更に　　酸水銀及び亜硝酸にてMmLoN反応を行わしめるFOLIN’
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法鞭1机た・　　　　　．　．　分肌そ略姫熔・y，。・1。，舗と㈱調する抵
7・80669の縄糸棚ミを91・・Si－・fib・rに騰させ・前の予　抗・1生を測胤．た処，　Figl．2．桝こφ、bl。5r』のような結封専

㈱験に鮒した麟液の添勺％に臨繍した液70・…　を翫。図幅欝断揖躍、の数伽塘翻いた値であ
勧liえpH　7・5，3ツ゜Cに瓢・て12醐作Kjさせ後・・一　る。

II・ph・n・紙を謝〒膜として，｛多量の蒸溜水で透析しな　　　　　　「

がら廻に靴作用をさせ，その聞Wli：，　k透祈夕腋を馳換　　Table・5C・mp・・is…fψ・．，R。sl・t購・⑪f．．｝

えて，鮒子の励朧の分殿成物を鰍的に蝋ん　一＿一一・E”ch　Fraeti°n融stτ噸n

ど全部外液に移行させた。　　　　　　　　　　　　　　　Fraction

範鵬液の灘繍囎羅じた・ym・ir・囎晶　　r
P汰轄燥盤355・4m鍔であつた。　tyrosinc濾別後の残液　　　一一一

から瞳に蒸溜乾周させることにより2．轍の間形1・、IJtrt　　2

偲た。とれ隙amino態蟹素を9．43％含み，加水分解後　　　　　3

P”pe「　ch「°mat・9・aphy　eL”より摺成・伽酸雛臨　　一r

た結黙礁としてglycine’．と翻ne紬嫡吻一莇繭
Peptideで’あると：と力竃半11つたが，　Fi齢2の短く借｝儘力、の　　　only

　　　，

Substr繍t¢　｝A㎜in（⊃NitrogUti（mg）after

＿＿．（蜘．慌1二π強瀕二二1工1111二1阻顛：二

　　26。4　　　　ト　．　o，4122

　　　　　　　　｝

．．．．、「．騨．．．．1．』「．ρ1』』熊＿．

　　28．6．i．・．・676斗．

tt門一．・一一一．一一一．・
@．　…．．．一ト　．．＿．＿．｝．．L．．、1．、．．＿．、＿．＿閂＿「

　　o，　47s2

　　0，4959

1　．．O．．．9134

tyroslneを含んでいた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　Note：qeavab量1ity　is　ineasured　undar　the　sam¢．

他方においてltk・澗ヒ残渣を．次の如く各f・acti・nに　　　　c・nditi。n　as　in　Tab1。3．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蹴督・2・Fracにlonatio珠of　Silk　Fibroi鰍Powd¢r

．〕　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　Digcsted　by　Trypsin

　　　　、　．　　　　　　』　』　　　　　　7。8066g　of　Siik　Fibroin　PQwder

　　　　　　』　　　．．　　　　　　　　　　　　　　・　　　　．・　　　　　　　　　ツOc・c・of　the　cnZy卑¢　　　　　　　　　　　　．

　　　1　　　』　　　　　’』　　　　　　唱　　』．　　　　　　　　　　　　　．　　．　　solution　addcd　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　’　　．：　　　　　　　　Dityestiqn’．are　COntinUed　during

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12d銭yS．aピ370C　and　atpH7．5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　in　a　oe1iophane　sack　agai賦st

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dist轟water　　　　　　　　　．．　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．．．＿，．＿　一．　　　．1　．’　．　．．．．．　　　　　　．：

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　．．　！．　　　．　．　…　…n　　　　　　．i

．．．．・
@0・t・・1iq・まd．　c・11・cヒ・4（ca．21）．　．．．ln…s・・p・n・i。n（・，、500幡）．　．

　　．，　．　・　1・・諏・en…t。d　．．　　　　　　　IF，、cti。。、t，dbY、，dim，。ト

　　　　　「　．mww－”t…一一．tt7．．｝……叩r　　　　．　　　　　．i・g　with・・with。uピ

　　Crys“ta正互三nL－　　　Fil・蹴・　．　　　　　　im。，h脚1．．、．　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　conc凸ntrated　　　　　｛＿．．．．．．．．．…．．＿，．＿と＿．＿一．．．1、．．一＿．、．一＿．＿．、．．．．．．　　l　　tyroslne

・・・…ed　　　　・nd　d・y・d　　昼且　謎2　昼s　墨、，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Residue　　　　　　l．1「1　　；　　1．・

“3x　（　　　　12．9400gtyrOStne　　2．　88％），（鞭）騰）騰）（騰）

F…ti。n　l㈹：The・edim・皿t　f。㎜・d・ft・・th・d玉9・・t・d・ilk　fib・・i・いu・p・nd・d　in　1500・。　c．．・f　w・ter，

　　　　　　　　　has　been　kept　in　the　room　for　10　min．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

F・・ct三。n　2（F2）：The　s・dim・nt　f・㎜・d・ft・・the　fib・。圭n　res三due，・emQved　f・。魚th・f，actl・n　l，　h。s，

・　　　　　　been　kept．in　the　room　for　further　2．5hrs．。．

F・acti。・3（F・）・Th。・…rif・g・d・・di血・・t　f・・㎜th・…三d・・1・u・p…ib・．・f　F繭。・2・ft。・。ddi。9

　　．　　　methan・1　up　t・50％，

E・acti・n　4（F・）・Th・6ent・if・9・d・edi㎜・nt　f由m　th・t　t・・三due，・ft・・th・・，、、、・’・、1。f．Fmcti。n　3，　whi。h

　　　　　　　　　wa＄c6ncentrated．amd　added　with　methanol　up　to　80彫ザ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　既等の沈澱物はm．ethanolにて3回淡瀞後乾燥させ，　　IAなる値が得られ，これらは何れもfibroin　の干渉

その重量を求あ誼子顕疎鏡像及びX線干渉像を撮影した　　点のA3及び13に相当しているものであつた6従つて

結果はFig・3及び・Fig・4のようである。’　　．　　　X線像から見ればとれらの分別試料の聞には特別な差異

は認められな’、・訳である。電子顕微鏡検査の結果におい

ても，e　2Lらの試料は何れも同じような大きさ並に形状

を示した。なおこれらの試料を塩酸にて加水分解／ノ，

paper　chromatogramで検したところb　tyrosineの存

在は極く僅かに認められる程度であつたが，91ydneと

alanineは比較的多く確認された。

考　　察

　　　Silk　Flbroin　・　　　　Fract．1　　　　　　　酵素による消化試験冷ら蛋白分子の構造を直接推論す

before　Enzvmic　Attack．　　　　　　　　　　　　　　ることは相当危険【生のあることではあるが・然し我々の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果からは少くともtyro・ineの絹糸fibrcin中の分

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　た所謂結晶領域と当然考えられる部分においても省多少

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のtyrosineが含まれているものと考えられ，従つて
Pt
@　夢　　　　　　　　　　　　　　少くともMEYER等の主張のような分子量の大きい

清水‘10）のfibroin塩酸処理実験の結果を支持してN・る

　　　Fract．2　　　　　　　Fract．3　　　．　　を含ーまない結晶性部分を得ているが，とれに反し我々の

Fig．3　El。c，，。。　Micr。9，aph。f　E。ch畠Frac・i・n　糀の実験にお、’て麟様な部脳暮ら紘かつたが・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　然しtrypsin消1ヒを更に充分行L・もつと細い分別操作
　　　　　　　　　　×2400

を繰返せば，或いはCOLEMAN　の得た様な部分も得ら

れたかも知れない。然しながらCOLE漁Nの得た様な部

分が仮令得られたと1ノても，それがME四R等の考えた

結晶領域に相当するものとは思われな㌔・。何故ならば，

我等の実験結果からはtyrosineが含まれていると考え

られる所謂結晶領域なる部分からも，更にこれを分解す

ればryrosineを全く含まないような部分が販り出し得

ることも推論出来るからである。

　最後に本研究において，X線写真を撮影レて載いた農

　　Silk　Fibroin　before　　　　Fract．3　　　　　　　林省蚕糸試験揚清水正徳捜官・その分析塗御指導ドさつ

　　En。ymi。　A，，ack．‘　　　　　娯儲鞭並｝・清綱氏・並に軒顕譲顧嚇影
　　F｛9．、4X．ray　Di。9・am・f　E・ch　F・・c・i・・　　を嚇した本学傭子顕簸研究室に厚憾謝の意を表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する。なお実験の際御助力下さつた市川能富子氏に深謝
　これらの結果を見ると・ty「osine含量が僅かに2・　32・する。

％の部分でも4・62％の部分でも酵素に対する抵抗性は殆

ん胴一で，何れも消化さ灘糟匠分であり，従つて相　　　　　　総　括

当結晶性の発達している部分と考えられるので，我々の　　・塩酸処理の絹糸粉宋にtrypsinを作用させ，充分消

実験においてはtyrosineを含まない結晶領域を取り出　　化させた後alcoholにて分別して各部分についてtyr一

すことは出来なかつた。1またこれらの分割試料（Fi…’　　osine含量を測定した結果，確に結晶性部分を考えられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　oF4）のX線干渉像からは，夫々RL＝4．31A，　R2＝3・6　　る部分に尚少量のtyrosineが含まれていることが見出
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